
学校づくりのビジョンを共有する
コミュニティー・スクールを創る

8月始まりのコミュニティ・スクールの構築

柏市立富勢（土）小学校

校長 梅 津 健 志



自己紹介

• 野田市立宮崎小学校

• 流山市立東深井小学校

• 柏市立中原小学校

• 柏市教育委員会指導課

• 柏市立柏第八小学校教頭

• 柏市立柏第一小学校教頭

• 柏市教育委員会教育研究所統括

• 柏市教育委員会指導課長

• 柏市立酒井根東小学校校長

• 千葉県教育庁教育振興部学習指導課学力向上室主幹

• 千葉県教育庁教育振興部学習指導課義務教育指導室主幹

• 放送大学大学院現職入学 CS研究

• 柏市立土小学校校長

• 柏市立富勢小学校校長

水泳部市内大会３連覇 陸上大会優勝

林間学校に保護者16名の協力で、コース別体験を設定
海外日本人学校とオンライン交流
第２回インターネット活用コンクール総務大臣賞
小学館教育技術４年生学級経営年間連載
柏市学校図書館指導員制度設立
柏市学校図書館電算化＆柏市立図書館データ相互閲覧化

柏市教員免許更新講習の立ち上げ
柏市管理職研修の立ち上げ
柏市学びづくりフロンティアプロジェクトの立ち上げ

放課後子ども教室 地域人材による夏休み体験教室立ち上げ

千葉県学力向上プラン「ダブルアクション＋One」
ちーテレスタディーネット考案実施

コミュニティー・スクール立ち上げ
地域と一体となる教育課程の創造に挑戦中・・・・



保護者・地域の皆様と協調し協力し
教育活動を行うことは 未来の地域を創ること

説明の前に・・・校長として

教育とは、子供の今を育て
未来（社会）を創ること
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日本人口推移推計（外国人入）

14歳以下 15歳～64歳 65歳以上 外国人

1998年答申で「生きる力の育成」
今の教育改革の流れの始まりは
生産人口の減少時代の転換期から始
まっている。

子
供
と
外
国
人
が
一
緒

人
口
減
少
百
万
人
開
始

子供たちが大人になる社会

教育という仕事は、未来の社会を創
る仕事。学校教育を見る時、人々は
自分が受けた教育と比較してしまう。
それが間違い。未来がどうなるの
か、人口推移から見るとよくわかる。
世界の人口は増えている、しかし先
進国の人口は減っている。日本の人
口減少はその中でも特に顕著で、世
界に類を見ない。
２０６０年には、生産人口が今の半
分、子供の人口が１千万を下回り、
在留外国人が１千万を超える。
その時、今の小学生は、４７歳から５
３歳。

今学習指導要領では、「生きる力
を」つけると言われている。
生きる力とは・・・自分で生活の中か
ら課題を見つけ、課題の解決方法を
考え、試行錯誤しながら、課題解決
に向けて、他者と協働しながら、粘り
強く取り組んでいく力。

生きる力＝仕事の時に必要な力

言われたことを言われた通りに行う
人材は必要ない。AIが着実確実に
こなしてくれる。AIを使っていく力が
これからの力。
私たちが受けてきた教育とは違う。



主体的対話的
に

取組む

新学習指導要領 学力観

正 解 納 得 解

課題に
対して

積極的

自主的

主体的

積極的
先生に言われて一生懸命行う

自主的
先生に言われなくても行う

主体的
自分で考えてより良いことを行
う。
子どもに任せながら教えること

コロナ禍によってわ
かった、今までの教
育の間違い

学校が休校すると、
子供たちの学びも
止まってしまった。

子どもは空っぽの
コップで、そこに
知識を流し込むと
入っていく。
は、間違い。

自分からやってみた
い、知りたい、
そういう動機があっ
て
初めて学びが成立
する。
動機が明確ならば、
子供は一人でも学ん
でいく。

何度やっても、同じ場所に同じピースを入れられる、ジグソーパズル
を解く力は、昔の学力。
ピースの種類は違うが、組み合わせ方で様々な形にできることを知り、
状況に合わせてピースを組み変えていく、レゴブロックを使いこなす
ような力がこれからの学力。



これまでの社会（授業）：レガッタボート これからの社会（授業）：ラフティング

これからの授業（社会）

レガッタボートでゴールが見えているのは、最後尾にいるリーダーだけ。リーダーの言う通りにオールを漕ぐとゴールす
る。
ラフティングは全員がゴールを向いて、最後尾のリーダを尊重しながらも、自分で流れを見て考えてオールを動かしてい
く。



新しい学校に向けて変革と創造に資する ４つの壁
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学校運営協議会の役割と機能を明確に

• 学校運営協議会の機能

○校長が作成する学校運営の基本方針を承認する
○ 学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べることができる

○ 教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べることができる

• 地域と共にある学校運営に欠かせない機能
〇熟議 熟議をしっかりと行える環境

〇協働 とりあえずやってみる行動力のある協働

〇マネジメント 年間開催回数７回以上が効果をあげている協議会

なんちゃって コミスクにならないために・・・

経営方針＋学校課題＋育む資質・能力を共有することが大切

カリキュラムベースで地域と共有し 地域と共に教育活動を行う



2021年４月
職員熟議で本校
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を決める

2021年
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を意識した
実践を行う

2021年12月
ミニ集会
目指す姿の実現
に向けて地域が
できること

2022年2月
目指す姿を
見直す
９つから４
つに絞る

2022年４月
目指す姿を
見直す
４つに絞ら
れたもの
を、新教員
と運営委員
会準備会メ
ンバーで見
直し、グラ
ンドデザイ
ンとする

2022年５月6日
総合単元開発の
ために、土地域
の課題や魅力を
６年生が伺う

2022年６月18日
総合単元案を土
地域の方々に示
し、様々な策や
案をいただく。

2022年８月19日
総合単元計画を第
１回運営協議会に
説明し経営方針の
承認とし、スター
トする。

2022年２学期～
土地域を教材とし
た総合・生活科を
展開し、地域と共
に教育活動を展開
する

2022年11月
参観週間を設定し、
子供たちの姿から
成果と課題を見出
す

2023年２月
目指す姿の見直し、
単元の部分修正を
学校と地域とが協
働で行う



子どもにつけたい力をつける
「そのために何ができるか」熟議！

グループから

１つ

案
を

出して
もらう



２０２１年度 土小 学校経営グランドデザイン

学校教育目標 自ら学び 心豊かで たくましい 土っ子の育成

めざす児童像 かしこく やさしく たくましく やり抜く子

中期目標 ３年後に実現したい学校像
地域と共に教育課程を共有し、目指す子どもの姿の
実現に向け、学校と地域が一体となって教育活動を
行う学校。

短期目標 ２１年度末に実現すること

土小の職員が目指す児童の姿を共有し、３つの新を
通して新たな2022カリキュラムができる。
土小学校運営協議会を設置し、地域も学校と共に、
目指す児童の姿を共有する。

を実現すること。

卒業時に目指す姿
かしこく ・学んだことを、生活や社会の中で活かせる

【Concept 振り返り】

・問題や課題の解決に、粘り強く取り組む
【Callenge粘り強さ】

・多用な手段を目的に応じ活用することができる。
（ICT、図書、新校舎設備、外部人材）

やさしく ・他者のことを知ろうとしたり考えたりできる

・異年齢の人と積極的に関わり、困っている人を助ける
【 Communication  協働】

・多様な価値観を認め合うことができる

たくましく ・自分で目標を持ち、調整しながら進み続ける
【 Control 自己肯定】

・何度も挑戦し、トライ＆エラーで新しい方法を見つける

・悩んだ時に前向きに解決に向かうことができる

経営重点手段 ３つの新
新学習指導要領に沿った土小教育
課程、教科横断的な計画を創る
新しく生まれ変わった校舎と教育設
備（GIGAスクール等）を生かし
た実践を創る
新型コロナウィルス感染予防対策
から、「できない」ではなく「できる」を
探す

目指す教師像
目指す資質・能力を育むために
チームで考え
チームで行い
チームで振り返る

学びプロジェクト 心プロジェクト 絆プロジェクト 健康プロジェクト

実現手段

１ 新土小カリキュラム創り
総合的な学習の時間を再構築し「土っ子
学びの地図」をリニューアルする

２ 新環境の活用に挑戦
３面ホワイトボードを活用した実践を職
員間で共有する。
1人1台端末による，個別最適化された学
びの実現に向け，授業での活用場面を増
やしていく。
外部人材、学区のリソースを活用した実
践を増やし共有する。

３ 新型コロナに負けないチーム力
制限のある学習内容でも，新しい学習活
動の展開を模索し，実践し，共有（Teams等で）
し続ける。

１ 新土小カリキュラム創り
身に付けさせたい生活習慣を明確にした月
の生活目標を、全職員の共通理解を通して
実践し反省を通して、年間計画に位置付け
る。

２ 新環境の活用に挑戦
開放型の校舎となり、授業中の音に対する
配慮を学年に応じて指導する。
多くの人が使いやすい設計となっている
新校舎において，多様な人との関わり合い
の大切さの指導を日々行う。

３ 新型コロナに負けないチーム力
「土っ子エイト」の約束を1人1人が守って
生活できるよう，全職員が全児童へ日々の
言葉かけを続ける。

１ 新土小カリキュラム創り
児童に身に付けさせたい力を明確にし，
児童・保護者・学校がそれに向けて共働で
きる学校行事を企画運営する。

２ 新環境の活用に挑戦
オンラインも取り入れたハイブリッド型の
学校行事を企画していく。
広い空間で換気も十分にできる，第４校舎
の多目的室を活用した，児童の話し合い活
動を定期的に行い活かしていく。

３ 新型コロナに負けないチーム力
学校行事全般においては，全職員が一人称
視点で議論し，透明性を持って共働していく。

１ 新土小カリキュラム創り
新しい学習評価のねらいを共有し，コロナ
と長寿命化工事で低下した体力の向上を優
先とした，新しい体育の単元作りを開発す
る。

２ 新環境の活用に挑戦
１人１台端末を活用し，デジタルによる記
録の蓄積と技能の習得をサポートする。
マスクの着用や換気が必須となるため，夏
場や冬場の服装や過ごし方など自分で判断
するように指導する。

３ 新型コロナに負けないチーム力
新しい生活様式を踏まえ，発達段階に応じ
た体力及び健康意識の向上に向けての取り
組みを展開する。

目指す
成果・効果

実践しながら修正し，みんなでつくりみんなが実践する２０２２年 年間指導計画の作成
実践しながら検証し，実効性のある，学校図書館＆GIGA＆ICT＋新教室活用マニュアルの作成
学校運営協議会に対して、全職員がコーディネート・ネットワークの構築（コミュニティースクール）

具体的取組み



２０２２年度 土小 学校経営グランドデザイン

学校教育目標 かしこく やさしく たくましく やり抜く子 の育成

中期目標 ３年後に実現したい学校像

地域と共に教育課程を共有し、目指す子どもの
姿の実現に向け、学校と地域が一体となって教
育活動を行う学校。

短期目標 ２２年度末に実現すること

土小の職員と学校運営協議会が目指す児童の
姿を共有し、各学年で１単元は、カリキュラムに位
置づいた教育実践を実行し、DCAPサイクルを通
して新たな2022カリキュラムができる。

目指す子どもの姿
自分を知り、自分を表現する

【Control   自己肯定感】

他者を認め、他者と助け合う
【Communication 協働】

目標をもって、調整しながら、粘り強く取り組む
【Challenge 粘り強さ】

学んだことを、実生活や実社会で活かす
【Concept 振り返り】

経営重点手段 ３つの新
新しい環境を活かす
・新校舎＆GIGA環境を活かす
・Withコロナ＆ペーパーレス
新しい体制を使って工夫する
・目標を共有したコミュニティ・スクール体制
・学年担任制＆教科担任制の導入
・プロジェクト型を活用した業務改善
新しい教育課程を創る
・学びの地図2022に結びつけるカリキュラム
マネジメント

目指す教師像
・目指す資質・能力を育むために
・前例に捉われない実践力
・他学年や地域と協働する実行力

A 学習プロジェクト B 生活プロジェクト

実現手段

１ 新しい環境を活かす
‣１人１台端末や３面ホワイトボードを利活用した学び方を共有する
‣新校舎（開放型教室や共創型空間）を活用し「学級や学年の壁」を超越し
た個別最適化された学び・協働的な学びの展開を推進する

２ 新しい体制を工夫する
‣コミュニティ・スクール元年として全教育活動において地域人材や環境を
活かし「学校の壁」を越えたシームレスな学びを展開する

‣「学年担任制」及び「教科担任制」を段階的に導入して 教職員の専門性
や相互連携を高めることで学ぶ力の向上を図る

３ 新しい教育課程を創る
‣総合的な学習の時間 及び 生活科を中心に据えた教育課程を再構築して
「土っ子学びの地図2022」として更新する(カリキュラム・マネジメン

ト)
‣研究主題：「『いかす』学び」・副題：「オーセンティックラーニングを
通して」を題とした校内研究において、リアルな教材や環境に主眼を置く
ことで実生活や実社会で生きて働く力をつける学びの【在・材・財】を蓄
積する

１ 新しい環境を活かす
‣Withコロナにおける「地域や保護者に開かれた学校」の価値を再確認して積極的
に学校生活を公開していく（リアル×オンラインの積極的併用）
‣新校舎や各種行事を活かし 同学年や異学年集団のかかわりの場を増やす

２ 新しい体制を工夫する
‣教職員間：teams 保護者：LINE(つながる連絡)システムを導入し、従来の連
絡・連携の在り方を見直して「ペーパーレス」や「双方向」を推進する
‣「学年担任制」及び「教科担任制」を段階的に導入して 児童の多面的な理解や支
援を深めることで 多様な他者と協働できる体制を構築する

３ 新しい教育課程を創る
‣校内・校外行事のねらいを再度見直して 【卒業時にめざす４つの姿】と結びつけ
ることで、児童・保護者・地域・教職員間で目標が共有された行事を推進する
‣学習と生活を両輪かつ一体ととらえ 学習を通して生活習慣や人間性を育んだり
共感的人間関係を基盤とした学び方を重視したりする

‣ 児童が自己選択や自己決定ができる場を意図的・計画的に設定する

目指す
成果・効果

実践しながら修正し、みんなでつくり、みんなが実践する２０２３年 年間指導計画の創造する
学校運営協議会に対して、全職員がコーディネート・ネットワークの構築を図る（コミュニティースクールの機能を創る）

具体的取組み



2021年４月
職員熟議で本校
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を決める

2021年
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を意識した
実践を行う

2021年12月
ミニ集会
目指す姿の実現
に向けて地域が
できること

2022年2月
目指す姿を
見直す
９つから４
つに絞る

2022年４月
目指す姿を
見直す
４つに絞ら
れたものを、
新教員と運
営委員会準
備会メン
バーで見直
し、グラン
ドデザイン
とする

2022年５月6日
総合単元開発の
ために、土地域
の課題や魅力を
６年生が伺う

2022年６月18日
総合単元案を土
地域の方々に示
し、様々な策や
案をいただく。







2021年４月
職員熟議で本校
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を決める

2021年
卒業時に目指す
姿（資質・能
力）を意識した
実践を行う

2021年12月
ミニ集会
目指す姿の実現
に向けて地域が
できること

2022年2月
目指す姿を
見直す
９つから４
つに絞る

2022年４月
目指す姿を
見直す
４つに絞ら
れたもの
を、新教員
と運営委員
会準備会メ
ンバーで見
直し、グラ
ンドデザイ
ンとする

2022年５月6日
総合単元開発の
ために、土地域
の課題や魅力を
６年生が伺う

2022年６月18日
総合単元案を土
地域の方々に示
し、様々な策や
案をいただく。

2022年８月19日
総合単元計画を第
１回運営協議会に
説明し経営方針の
承認とし、スター
トする。

2022年２学期～
土地域を教材とし
た総合・生活科を
展開し、地域と共
に教育活動を展開
する

2022年11月
参観週間を設定
し、子供たちの姿
から成果と課題を
見出す

2023年２月
目指す姿の見直し、
土単元の部分修正
を学校と地域とが
協働で行う



2023年４月
目指す姿を
見直す

４つに絞られ
たものを、新
教員と運営委
員会準備会メ
ンバーで見直
し、グランド
デザインとす
る

2023年５月１日
土サミット
総合単元開発のために、
土地域の課題や魅力を
６年生が伺う

2023年６月18日
教育ミニ集会
総合単元案を土地域の方々に
示し、様々な策や案をいただ
く。

2023年８月19日
総合単元計画を第１回運営協議
会と土中学校の先生方に説明し
経営方針の承認とし、スタート
する。

2023年２学期～
土地域を教材とした総合・生活
科を展開し、地域と共に教育活
動を展開する

2023年11月
参観週間の中日を研究的授
業公開日を設定し、子供た
ちの姿から成果と課題を見
出す

2024年２月10日
土サミットで全学年発表、教育
ミニ集会で全学年の次年度計画
を地域・保護者と協働で行う

目指す姿を共につくる 総合と生活科の単元を創る ストーリー ２０２２－２０２３













ツアー客を
一般募集をして
3日間で
約100人



学習に関わった大人たち、ツアー参加者の感想

・地域にこんな素敵な場所があるなんて、知らなかった。住んでいる場所をもっと
知りたいと思った。

・いつも通っている坂に名前がついていて、それも昔からの言い伝えや、住んでい
る人と関係しているなんて、これから通る時は気持ちが違ってくる。

・一生懸命に調べたことがよくわかる。誰かに伝えようとするととても大変だけど、
増尾地域のことを好きになってくれたことがとてもうれしい。

・子供たちと一緒にやっていると、さらに自分自身も深く知らなければいけないと
反省して、再勉強をしてしまう。

・増尾には昔からの寺があり、寺のことを知ってもらうことに子供たちが関係してく
れると、歴史や地域を大切にする気持ちが育っていくように思う。



学校創りのビジョンを共有する
～3校目の学校経営をどう進めるか～

•教育課程の最上位目標を明らかにし、そこに向かう教育課程創造
• 最上位目標を実現するためのカリキュラムが学校独自の教育課程
• 最上位目標を教職員・関係者の合意で（教育ミニ集会の活用）
• 校内研究の目的は授業改善の先に見える教育課程づくり

•学校経営の軸は教育課程
• 教育課程＝学習指導要領に則る単元づくりと授業づくり

＝個別最適で協働的な学びを実現する授業改善
＝社会に開かれた教育課程

•社会に開かれた教育課程に向けたコミュニティースクール体制の整備
• 校長は学校の顔。 4月は徹底的に地域を回り、飛び込み営業で名刺250枚を散布
• 生活科、総合の過去の状況を地域から情報収集、レディネスを確認し構想を練る
• 夏休みに具体的素案を学年検討し、２学期に具現化を図る
• 富勢４校の教育課程すりあわせを、生活・総合のカリキュラムを軸にする

• ベースとなるものは、学校経営グランドデザインを職員参画で作成する



2024年４月
目指す姿を
職員間で話
し合う

現状の目指す
姿の実現に向
けて、どんな
実践をした
か、今年は何
をしようとし
ているか。

2024年6月12日
4校実践話し合い
目指す子どもの姿を話し合
うワーク

2023年７月
グランドデザイン作成
教職員のプロジェクトチームに
より作成。

2024年８月21日
富勢中学校区で９年間で育む力
を120名でワークショップをす
る。富勢中学校区学校運営協議
会

2024年２学期～
富勢地域を教材とした総合・生
活科を展開し、地域と共に教育
活動を展開する

2025年1月22日
次年度教育課程創造会議を行
う。富勢４校計画摺り合わせ

22

2025年２月19日
教育ミニ集会
全学年の次年度計画を地域・保
護者と協働で行う

目指す姿を共有し 地域と共に 総合と生活科の単元を創る ストーリー（in富勢） ２０２４－２０２５





児童会役員任命の際にどんな学校にしたいのか？と聞
いてみると・・・
「楽しい学校にしたい」 → 「楽しい学校って何が楽し
いの？」 → 「・・・・・・」
「休み時間が楽しい」 「縦割り活動が楽しい」 → で
も・・・
「授業が楽しいと楽しい学校になる」 → 「楽しい授
業ってどんな授業？」 → 「・・・」
「じゃあつまらない授業は？」 → 「先生が話してただ
写す授業や調べるだけの授業」
「どんな授業が楽しい授業なのか教えてください」とお
願いしたところ

児童会役員にどんな授業が楽しい授業な
のか、ここで語ってもらいます。

教育課程の軸は
「子供を主語に」



来年度教育課程の工夫点 １

•教育課程（カリキュラム）の軸は、富勢地域を教材とした生活科と総合的な学
習の時間として、各教科の学習との関連を図りながら、本物の学び（オーセン
ティックラーニング）に近づけていく。

• さらに、富勢地区の小中学校４校が連携した学びに発展させていく。

令和９年度 千葉県教育研究会 生活・総合的な学習部会の研究大会会場を予定



2025年
４月3日

グランドデザ
インを元に、
今年の実践に
ついて話し合
う。

2025年6月12日
４校合同研修
学年ごとに生活・総合の
学習計画案を交流し、
テーマをすりあわせる。

2025年6月28日
教育ミニ集会
各学年が保護者・地域・児童に
計画を説明する。

2025年８月21日
教育ミニ集会（中学校区）
富勢中学校区で各学校の地域と
共に行う生活・総合の単元計画
の説明と協力の依頼を行う。

2025年２学期～
富勢地域を教材とした総合・生
活科を展開し、地域と共に教育
活動を展開する

子供たちの学習交流会

12月11日～12日
学校公開日で、学習成果発表・
中間発表等も行う。

2026年1月23日
次年度教育課程創造会議を
行い

2026年２月20日
教育ミニ集会
全学年の次年度計画を地域・保
護者と協働で行う

目指す姿を共有し 地域と共に 総合と生活科の単元を創る ストーリー（in富勢） ２０２５ｰ



土っ子 面白チャレンジ

教室 in ２０２２



柏南高校の楽しい算数教室
算数カルタ・・

たし算しながらトランプをめくる
１８になったらOK

何組１８を作れるか・・
神経衰弱をうまく使って

思わず一生懸命たし算をする！



２０２２ 開設１１教室と担当者と参加者

• 学習系教室
• 調べる学習教室 学校図書館指導員 ６名 １１名

• 自由研究教室 理科支援員 ４名 １８名

• 柏南算数教室 柏南高校 先生４名 生徒２３名 ３２名

• 体験系教室
• 英語で遊ぼう教室 特別非常勤講師外国語 １名 ３９名

• スナックゴルフ教室 美里ゴルフ ３名 ７６名

• 土っ子探検隊 地域住民 ３名 ３５名
• 茶道を英語で学ぶ教室 地域住民 ２名 ３０名

• 立体ペーパーフラワー教室 地域住民 ２名 ２０名

• 寄せ植えチャレンジ教室 地域住民 ２名 １３名

• 川柳教室 地域住民 ２名 4名

• 座禅教室 少林寺住職 １名 ２２名

のべ ３７７名参加



２０２５ クラブ活動の地域移行
先生は出席確認まで、その後は研修時間

• 囲碁・将棋クラブ 地域住民
• ダンスクラブ 地域クラブ
• グランドゴルフクラブ 美里ゴルフ
• イラストクラブ 地域イラストレーター
• バドミントンクラブ 学校開放利用団体
• ボードゲームクラブ NPO法人
• 手芸クラブ 地域住民
• ねぶたばやしクラブ 柏市内団体
• アートクラブ NPO法人
• レザークラフト 地域業者
• サイエンスクラブ 理科支援員
• 料理クラブ 地域＋栄養教諭
• ガシャポンクラブ NPO法人
• キズラボ NPO法人
• バスケットボール 開智国際大学
• すもうクラブ 富勢ふるさと協議会
• ものづくりクラブ 県民プラザ団体



PTA活動から
地域学校協働活動へ

2024年度末、PTA本部を担う保護者が十分に集まらず、PTA本部は休眠となる。
一方で、PTAの各委員会活動の必要性はあり、年度末委員を中心にボランティア組織として立ち
上がる。
運営協議会委員＋町会関係＋商店街＋地域ボランティア代表＋保護者ボランティア代表等によ
り、PTA組織に変わる「地域学校協働活動本部」＝くすのきサポーターズを組織する。
年間PTA会費3000円⇒2000円とし、柏市PTA連合会にも登録し、緩やかなつながりの中で、迅速
に対応するサポート組織を手掛けている。



こども

保護者保護者
地域
住民

こども

学校
学校

これまで

学校と保護者
別々に連携 地域・保護者・学校が互いに

協力しあって子どもを支える

これから

学校と地域

地域
住民

事業所農家等

公共
施設

農家等事業所

地域学校協働活動



コミュニティ・スクールが
子供だけの学びではなく、全世代型学び空間を学校に

•コミュニティ・スクールの理想的な姿
○ 地域を教材にし、子供の学びが地域住民の地域関心を高めて改善へ

○ 地域には必ず課題がある。

○ その課題を子供の課題解決の課題としていく。

○ 大人も一緒に本気で考え 子供が出した理想的考えを大人が実現に向

けて取り組む。

○ 地域を変えていく力は、未来社会を変えていく力になるという、教育

は人材育成という意識を持つ

小さな変化を子供が実感し、成長し、社会を変えていく力になる

なんちゃって コミスクにならないために・・・

経営方針＋学校課題＋育む資質・能力を共有することが大切

カリキュラムベースで地域と共有し 地域と共に教育活動を行う

http://#


子供の今を育てつつ
未来を創る仕事

教育という仕事を一言でいうと

地域の今を学習材にして
将来活用できる力に。
未来の地域人材に、

地域経済のプラスに・・



•教育という営みの社会的な価値観を 未来社会を創る営みと認識する

• それに携わる教員の条件と育成指針をさらに明確にする

•未来社会を創る仕事を行う教員の報酬を確実に上げる

•学校は子供のみならず、大人が学びなおす機関として再構築していく

•学校に様々な人々が集まり、自ら学びながら子供たちを育む、地域体制づくりを
行い、その中で人々が仕事の良さや 仕事のやりがいを伝え、生きる目的を認
識でき、学びと経済と人生をつなげていける

• 「社会を変え、社会を創り、社会を創りかえる力」を育む学校

•今までの学校は経済活動から切り離れていたが、子供が自らのキャリアを創っ
ていく場としては、学校の活性化が地域と地域経済の活性化につながる、そん
な学校経営（教育課程の編成）が必要になってくる。

• これは、現行学習指導要領が求める力を育むベースでもある。

これから５０年をかけて行う

みんなで創る魅力ある学校
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